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■No.：FB-14 

■分類：疲労き裂進展 

 

 

疲労初期の破面にはストライエーションが認められないと言われていますが、どのような模様が

認められますか． 

 

参照 QNo.：FB-02, FB-07, FB-10 

 

疲労き裂の発生と進展の過程は，繰返しすべりによる疲労き裂の発生からすべり帯に沿ってき裂

が進展する第Ⅰ段階と，それに続く，巨視的な最大引張応力が作用する面に沿ってき裂が進展する

第Ⅱ段階に区別できる．第Ⅱ段階はさらに，微視組織の痕跡が認められる第Ⅱa 段階，ストライエー

ションが認められる第Ⅱb 段階，ディンプルなどの静的破壊様相とストライエーションが混在する第

Ⅱc 段階に区別することができる(1)（図１参照）．  

 

疲労き裂のミクロ破面の特徴的模様として上述のストライエーションがよく知られているが，第Ⅱa

段階ではき裂前縁での塑性域の大きさが結晶粒の寸法に対して十分大きくないために，等方均質

の連続体としてのストライエーション形成機構を反映した破面ではなく，異方性のある微視組織を反

映した破面が形成される（図２参照）(2), (3)． 

 

第Ⅱa 段階で見られるミクロ破面の特徴的模様としては，以下が挙げられる． 

(1) 結晶粒内に認められるストライエーション状模様（例えば，文献(5)の 82 ページ，図 5.3(b)） 

(2) 結晶粒寸法以下の微細な凹凸（hill and valley(3)）からなる結晶粒内破面(3)（組織状模様(4)ともい

う） 

(3) 粒界ファセット（例えば，文献(3)の Figure 4） 

 

ここで，ストライエーション状模様とは，ストライエーションと一見似ているが，縞の間隔はストライ

エーションの場合と異なり不規則であり（ストライエーションの場合には平行であり，枝分かれと交差

はない），巨視的なき裂進展速度とは関係がない．一般に，ストライエーションが形成された破面（き

裂面）が繰返し応力を受けて変形し，ストライエーションにすべり模様が重畳して，ストライエーション

状模様となる場合が多い．また，ストライエーション状模様の場合もストライエーションの場合と同様

にプラトーが認められるが，プラトーの幅はストライエーションの場合に比べて狭い傾向にある．これ

は，第Ⅱa 段階では結晶粒界，双晶境界，副結晶粒界などがプラトー境界となることが多いためであ

る(5)．この場合のプラトーは，結晶粒内ファセットという．第Ⅱb 段階のプラトー境界は微視組織に無

関係な破面の段差で，マクロには同一平面のき裂面（破面）が，ミクロには複数の平行平面のき裂

面（破面）であることを示している． 
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図１ 疲労き裂の発生と進展の過程 

 

 

図２ 繰返し塑性域内部での微視組織単位のすべりに対する拘束(2) 
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